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公益社団法人 地盤工学会 

平成24年度 第3回           会 員 ・ 支 部 部 会 
議  事  録 

 

日 時：平成24年8月29日（水）14：00～17：00 会 場：地盤工学会 3階会議室 

理  事 会員・支部部長 東 畑 郁 生  ○ 

理  事 木 寺 佐 和 記 
（会員・支部担当） 

○ 
理  事 桑 野 玲 子 
（男女共同参画・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ(委)委員長） 

○
理  事 岸 田 隆 夫 
（継続教育ｼｽﾃﾑ委員会委員長） 

○

部  員 規 矩 大 義 
（継続教育ｼｽﾃﾑ委員会委員長） 

× 
部  員 中 村   晋 
（本部支部活動活性化(委)委員長） 

×
部  員 須 賀 幸 一 
（支部活動情報の収集配信WGリーダー）

○

部  員 今 村 雅 弘 
（支部活動情報の収集配信WGメンバー） 

○ 
部  員 石 井 裕 泰 
（学会BCP検討WG ﾘｰﾀﾞｰ） 

○
部  員 渦 岡 良 介 
（会員ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理ｼｽﾃﾑ改善WG ﾘｰﾀﾞｰ） 

×

部  員 遠 藤 一 郎 
（支部活動情報の収集配信WG ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ） 

○ 
部  員 原 田 克 之 
（会員ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理ｼｽﾃﾑ改善WG ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

○
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 渡 邊 康 司 
（技術普及委員会幹事） 

○

事 務 局：長尾，地主，廣松 

 ○：出席  ×：欠席  △：未定 

議事録作成担当者（ 石井 部員 ） 

（1原田(H23.3)→2渦岡→3規矩→4遠藤(H24.7)→5 桑野(H24.5)→6中村→7今村(H24.1)→ 8石井(H24.8）→ 9木寺

→10岸田） 

 

議 題： 

 

〔議事録確認〕 

１．前回議事録の確認（H24/7/18）（担当：遠藤 部員） 〔別紙-1〕pp. 1-3 

 東畑部会長より説明があり、承認された。 
 支部活動情報の収集配信WGリーダーとして、須賀部員が引き続き本部会に参画することを確認した。 

 

〔審議事項〕 

１．平成24年度本部支部連絡協議会（H24/7/14）議事録の確認 〔別紙-2〕pp. 5-7 

【平成24年7月14日(土) 18：45～20：00  八戸工業大学】 

 ⇒9/28理事会報告事項として確認された。 

 

２．平成24年度本部支部懇談会（H24/11/30(金)15:30～）の開催について     [別紙-3] pp.9-13 

 長尾職員より、本年の議題について審議したい旨説明がなされた。 
 本部からの議題、担当者案として、以下が挙げられた。 
 - 経費削減の取り組みについて（会長，あるいは副会長） 

 - 会員データベース（渦岡部員，原田部員） 

 - 技術普及委員会（渡邊オブザーバー） 

 会員データベースについては、支部担当者向けの説明会を同時期に予定している。本部支部懇談会との前後関係
で、説明会への呼びかけ，あるいは説明会の開催報告のいずれかの内容にまとめることとなる。 

 審議内容に基づき、9月の理事会に諮る。 
 

３．所管委員会関連（審議・報告） 

１）継続教育システム委員会（H24/8/31開催予定） 

規矩委員長の代理となる副委員長を立てる件については、規矩委員長に了承を頂いた旨、東畑部会長より報告が

あった。 

２）男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会（H24/9/20開催予定） 

  特になし 



(24.8.29 会員･支部部会 議事録)  2 

３）本部支部活動活性化委員会 

  特になし 

４）技術普及委員会（H24/8/9開催） [別紙-4]pp.15-23 

渡邊オブザーバーより配布資料に沿った説明があった。また、以下の点が補足，確認された。 

・受講者数の増加策： 

- 建築向けには、杭・山留め・戸建関連のテーマが有効である。 

- 他学会の後援、ソーシャルメディアでの周知で効果が感じられる。 

・WEBオンデマンド講習の中止： 

- 録画分でありながら受講費が高価である、質問ができない、オンデマンド講習用に自分でまとまった時間

を確保することが困難、といったデメリットがアンケートに寄せられている。 

- これまで分割販売、JGS会館でのオンデマンド講習会、団体割引等、可能な限りの普及展開策は講じてきた。 

・今年度講習会のデジタルアーカイブ化： 

デジタルアーカイブ化に向けたDVD収録については、講師の方々の了承が頂けないことが多く、今年度講習会

については収録予定が今のところない。録画により講習会ならではの裏話、秘話等を織り込めなくなると、講

師の方々から指摘を頂いている。 

・今年度講習会の周知活動： 

各案内を一式にまとめ、職場班班長等にダイレクトメールで発送する。 

５）会員データベース管理システム改善WG 〔別紙-5〕pp. 25-27 

  原田WGサブリーダーより配布資料に沿った説明があった。また、以下の点が補足、確認された。 

・使用方法、操作権限の調整に関して、今後支部担当者と協議する機会を設ける。 

・個人キーワード、得意分野等の入力欄を設け、委員会メンバーの選定等に役立てるなど、事務手続きに限定し

ない活用方法も考えてもらいたい。 

・災害発生時の安否確認用の入力案を設け災害調査への参加の可否の意思確認に役立てることを、BCP検討WGで

は検討している。 

６）支部活動情報の収集配信ＷＧ（同日開催） 

須賀WGリーダーより、ソーシャルメディアを活用した収集配信活動について口頭説明があった。今後の部会に

おいて具体的な活用方法を説明したいとの申し入れがあった。 

７）学会BCP検討ＷＧ（H24/8/28開催） 

石井WGリーダーより、活動状況について以下のような口頭説明があった。 

・東京都、文京区からの公表資料により被害想定をまとめた。 

・引き続き、事業継続計画案を肉付けしながら、審議にあたる。 

・学会本部の避難経路、震災時の本部職員の出勤状況の想定、会員データベース管理システムを活用した安否

確認方法、について並行して調査、整理にあたる。 

 

４．新規入会希望者（H24.8）→  9/28 理事会・報告事項  〔別紙-6〕pp. 29-35 

地主職員より説明があり了承された。ダイバーシティ減免の一環として、シニア会員向け措置を考えてみては、との

意見が挙げられた。 

 

５．ダイバーシティ促進のための会費減免申込者（H24.8）→  9/28 理事会・審議事項 〔別紙-7〕p. 37 

地主職員より説明があり了承された。山口大学の先生から卒業生の会員継続を働きかけていただいたものと推測され、

このような取り組みを周知させたい。 

 

６．事業部の改変に伴う会員・支部部会の会務の変更等 〔別紙-8〕pp. 39-49 

長尾職員から、配布資料に沿って説明があった。改変に伴う事業企画賞の扱いについては9月の表彰委員会で討議さ

れる予定であるが、会員・支部部会の会務になると見込まれている。 
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７．部員の追加について 

 今回オブザーバー参加した渡邊技術普及委員会幹事については、次回から部員として参加いただく。 

 

〔報告事項〕 

１．講習会収支報告（平成24年5-6月開催分） 〔別紙-9〕pp. 51-52 

 廣松職員より、資料の説明があった。好評を得た落石対策技術講習会に関しては、参加者増の理由として以下の補足

があった。 

 ・土工指針の改訂のタイミングと重なり、改訂内容に関わる話が聞けるとの期待がもたれた。 

 ・事前にネットでの紹介があった。 

 

２．平成25年度予算作成スケジュール（締切：10/29(月)） 〔別紙-10〕pp. 53 

 長尾職員より、資料の説明があった。支部へのコストカットの要望の前に、本部での徹底した取り組みが不可欠であ

るとの指摘が挙がった。 

 

３．理事会（H24/7/27）開催報告 〔別紙-11〕pp. 55-60 

 特になし 

 

４．9月28日(金)開催理事会への議題：審議事項および報告事項 

 本日審議された内容に基づき審議・報告に挙げることを確認した。 

 

５．次回部会等開催日程 

 

理事会     ：平成24年9月28日（金）14：30～16：30 

会員・支部部会 ：平成24年11月6日（水）14：30～17：00 

 


